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昨
年
は
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
終

結
か
ら
70
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
町
で
は
「
平
和
記
念

事
業
」
と
し
て
、
明
和
中
学
校
の

生
徒
４
名
を
「
広
島
平
和
記
念
式

典
」
に
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
だ
き
、

再
び
戦
禍
に
ま
み
れ
る
こ
と
の
な

い
「
平
和
な
社
会
を
築
い
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
史
跡
斎
宮
跡
を
始
め
と

す
る
「
斎
王
・
斎
宮
」
に
関
連
す

る
文
化
財
等
が
、「
祈
る
皇
女
斎

王
の
み
や
こ 
斎
宮
」
と
し
て
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
念
願
で
あ
っ
た
史
跡
斎

宮
跡
に
、
斎
宮
が
最
も
栄
え
た
平

安
時
代
の
実
物
大
建
物
の
復
元
事

業
が
完
了
し
、「
さ
い
く
う
平
安

の
杜
」
公
園
と
し
て
、
よ
り
身
近

な
も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
へ
向
け

て
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
年
金

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、

と
り
わ
け
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

体
制
の
整
備
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
「
地
方

創
生
」
や
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
・
漁
業
な
ど
の
一
次

産
業
に
影
響
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
や
後
継
者
問
題
は
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
費
税
10
％
の
引
き

上
げ
を
踏
ま
え
た
経
済
対
策
や
、

南
海
ト
ラ
フ
に
対
す
る
津
波
避
難

タ
ワ
ー
な
ど
の
防
災
対
策
が
急
が

れ
る
中
、
将
来
に
明
る
い
展
望
を

開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
積
極
的
な
政
策
を

展
開
す
る
年
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

⑴ 

防
災
対
策

　

防
災
対
策
は
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
三
重
大
学
と

の
間
で
「
津
波
避
難
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
共
同
研
究
を
進
め
て
お

り
、
大
淀
・
下
御
糸
地
区
の
ほ
か
、

全
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
た
防
災
の
取
り
組
み

を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
て
、
避
難
方
法
や
災

害
時
要
援
護
者
支
援
等
の
具
体
的

な
課
題
を
整
理
し
、
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
に
南
海
ト
ラ
フ

地
震
津
波
避
難
対
策
特
別
強
化
地

域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

津
波
避
難
計
画
を
策
定
し
て
海
岸

部
６
カ
所
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
着
手
し
た
大
淀
地
区
、

浜
田
・
八
木
戸
地
区
の
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
整
備
を
進
め
、
残
る
地

域
の
用
地
買
収
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災
活

動
の
組
織
化
と
支
援
対
策
を
積
極

的
に
推
進
し
、
町
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

⑵ 

教
育
環
境
の
整
備

　

教
育
施
設
等
の
整
備
は
、
明
和

中
学
校
の
老
朽
化
対
策
と
大
淀
小

学
校
の
防
災
対
策
も
考
慮
に
入
れ

た
老
朽
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
９
月
の
定
例
議
会

に
お
い
て
「
公
共
施
設
等
建
設
特

別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
は
、
環
境
に
対
す
る
配

慮
や
点
在
す
る
施
設
、
土
地
の
有

効
的
な
活
用
方
法
や
生
徒
の
通
学

時
の
利
便
性

も
考
慮
し
た

整
備
が
望
ま

れ
る
た
め
、

さ
ら
に
建
設

に
向
け
た
具

体
的
な
検
討

を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
淀
小
学

校
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震

対
策
、
特
に

平
成
28
年
度
の
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要

　

３
月
14
日
か
ら
29
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
平
成
28
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
28
年
度

予
算
関
係
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
78
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
1
・
7
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
７
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
は
73
億
２
９
１
０
万
円
で
、
全
体
で
前
年
度
比
1
・
1
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
道
事
業
会
計（
企
業
会
計
）は
７
億
４
０
３
０
万
円
で
、
前
年
度
比
９
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
５
９
億
２
９
４
０
万
円
で
、
前
年
度
比

０
．
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
各
会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
５
〜
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
長
提
案
説
明

（
抜
粋
）

特集 平成28年度予算
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津
波
浸
水
区
域
の
中
に
な
り
ひ
ら

保
育
所
と
と
も
に
位
置
す
る
た

め
、
少
子
化
を
受
け
て
将
来
の
学

校
規
模
、
学
校
区
の
再
編
成
な
ど

も
含
め
た
詳
細
な
検
討
の
み
な
ら

ず
、
防
災
上
の
移
転
等
を
含
め
た

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
や
地

域
の
方
々
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検

討
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
は
、
防
災
上

の
視
点
は
も
と
よ
り
、
少
子
化
の

影
響
を
う
け
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
在
り
方
の

検
討
を
行
い
、
現
状
を
見
直
す
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

「
み
ょ
う
じ
ょ
う
こ
ど
も
園
」
を

中
心
に
進
め
な
が
ら
、
地
方
創
生

や
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
対
策
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
は
、

平
成
33
年
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ

る
国
民
体
育
大
会
「
成
年
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
開
催
に
向

け
て
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

会
場
の
整
備
や
運
営
体
制
の
準
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会

を
と
ら
え
て
、
よ
り
多
く
の
方
が

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

  
⑶ 
町
の
活
性
化

　

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産

業
の
振
興
が
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
の
動
き
が

加
速
化
す
る
中
で
、
深
刻
な
後
継

者
不
足
や
担
い
手
の
さ
ら
な
る
育

成
に
向
け
て
、
若
者
の
活
力
を
引

き
出
す
た
め
の
施
策
の
展
開
や
農

業
基
盤
整
備
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

事
業
等
を
推
進
し
ま
す
。
漁
業
に

お
い
て
も
、
新
た
な
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
振
興
施
策

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に

あ
る
中
、
三
重
県
が
制
定
し
た
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

に
よ
る
振
興
策
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
町
の
事
業
所
設
置
奨
励
金

を
は
じ
め
と
し
た
商
工
業
振
興
対

策
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
来
年
伊

勢
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
菓
子
大

博
覧
会
、
平
成
32
年
に
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
翌
年
の
三
重
国
体
の

開
催
な
ど
、
当
町
を
含
む
伊
勢
志

摩
地
域
が
全
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
こ
の
時
期
に
、
史
跡
斎
宮
跡
に

平
安
時
代
の
実
物
大
の
建
物
が
完

成
し
た
こ
と
、「
日
本
遺
産
」
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
等
を
活
用
し
た

観
光
振
興
施
策
の
推
進
に
も
力
を

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
認
定
を
受

け
た
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
人
た
ち

の
生
活
基
盤
の
整
備
も
含
め
た
史

跡
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
近
鉄
斎
宮
駅
北
口
の
開
設
に

よ
り
増
加
し
た
町
外
か
ら
の
来
町

者
や
、
通
勤
・
通
学
者
の
利
便
性

の
向
上
も
図
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用

等
の
住
民
へ
の
啓
発
と
次
世
代
へ

の
文
化
の
継
承
、
町
内
外
へ
の
情

報
発
信
や
観
光
振
興
、
斎
宮
跡
復

元
建
物
の
利
活
用
な
ど
を
よ
り
具

体
化
し
、
町
全
域
の
活
性
化
を
め

ざ
し
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

  

⑷ 

福
祉
・
生
活
環
境
施
策

　

福
祉
の
充
実
と
生
活
環
境
施
策

も
重
要
な
課
題
で
す
。
超
少
子
高

齢
社
会
を
迎
え
て
、
子
育
て
の
相

談
体
制
の
整
備
や
子
ど
も
た
ち
の

健
康
・
育
成
の
た
め
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
超
高
齢
社
会
へ
向
け
た

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
連
携
さ
せ

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制

を
早
急
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
や
生
活
の
場
の
確
保
に
努

め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
な

ど
、
総
合
的
な
障
が
い
者
福
祉
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
に
直
結
し
た
課
題
で
あ
る

ご
み
の
減
量
化
や
、
農
業
集
落
排

水
事
業
に
続
い
て
明
星
地
区
か
ら

整
備
が
始
ま
っ
た
宮
川
流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
、
基
幹
道
路
や

狭
あ
い
道
路
の
整
備
な
ど
、
生
活

環
境
の
整
備
も
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

  

⑸ 

行
財
政
改
革

　

行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
や
地
方

を
含
め
、
財
政
状
況
が
好
転
す
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
あ
る
中
、
町
で
は
今
後
、
中
学

校
の
改
築
な
ど
大
き
な
事
業
が
控

え
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
や

事
業
の
効
率
化
な
ど
の
行
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
今
後
の
事
業

実
施
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
扶
助
費
に
関
連
し
た
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の

見
込
額
の
増
加
に
よ
り
５
０
５
０

万
４
千
円
を
計
上
し
、
前
年
度
比

１
３
８
．８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
斎
宮
跡
保
存
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と
し
て
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
伴
う

投
資
的
事
業
へ
の
一
般
財
源
分
に

例
年
同
様
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基

金
を
充
て
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の

基
金
の
充
当
が
可
能
な
事
業
に
つ

い
て
も
、
各
基
金
か
ら
の
充
当
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
を

含
め
た
繰
入
金
の
計
上
額
は
３
億

８
６
０
３
万
６
千
円
で
、
前
年
度

比
32
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建

設
に
係
る
起
債
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
例
年
並
み
の
６
億
９
０
万
円

で
、
前
年
度
比
53
・
６
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
一
般
会
計
予
算
の
概
要

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
７
つ
の
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
は
７
３
億
２
９
１
０

万
円
で
、
前
年
度
比
１
・
１
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
診
療
報

酬
や
療
養
費
及
び
軽
減
措
置
に
よ

　

歳
入
は
、
滞
納
整
理
に
も
重
点

を
置
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
税
機
会
の
充
実
や
三
重
地

方
税
管
理
回
収
機
構
を
活
用
し
た

税
の
徴
収
率
向
上
に
取
り
組
む
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の
奨
励
な
ど

に
よ
り
歳
入
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
合
計
画
の
施
策

評
価
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
支
出
の
適

正
化
・
効
率
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
は
絶
や
す
こ
と
の

で
き
な
い
課
題
で
す
。
効
率
性
に

優
れ
た
行
政
運
営
や
開
か
れ
た

「
分
か
り
や
す
い
行
政
」
を
め
ざ

す
た
め
、
広
報
紙
や
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
等
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
日
曜
座
談
会
等
を
活

用
し
て
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政

に
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

  

28
年
度
予
算
の
概
要

　

平
成
28
年
度
予
算
の
概
要
は
、

一
般
会
計
で
78
億
６
０
０
０
万

円
、
前
年
度
比
１
・
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
が
34
億
３
８
５

１
万
２
千
円
で
、
人
件
費
で
は
、

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
の
解

散
に
伴
い
、
負
担
金
に
代
わ
っ
て

人
件
費
へ
の
予
算
計
上
が
増
加
す

る
こ
と
か
ら
前
年
度
比
４
・
９
％

の
増
、
扶
助
費
で
は
、
障
が
い
者

や
児
童
、
高
齢
者
な
ど
の
各
事
業

に
係
る
給
付
費
等
で
４
・
７
％
の

増
、
公
債
費
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
よ
り
４
・
２
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
毎
年
増

加
傾
向
に
あ
る
各
種
事
業
に
係
る

委
託
料
や
臨
時
職
員
賃
金
等
を
各

科
目
で
計
上
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
平
成
27
年
度
当
初
で
多

額
の
予
算
を
見
込
ん
だ
「
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
」
に
係
る
シ
ス

テ
ム
等
導
入
委
託
経
費
が
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
13
億
５
４
４
３
万

３
千
円
を
計
上
し
、前
年
度
比
１
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
補
修
費
は
、
庁
舎
及
び
各

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
４
５
４
４

万
８
千
円
を
計
上
し
、
４
・
５
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
７
億
７
４
０

９
万
２
千
円
で
前
年
度
比
40
・

５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

要
因
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設

に
係
る
予
算
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

補
助
費
等
で
は
、
低
所
得
の
高

齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
広
域
消
防

組
合
負
担
金
の
増
加
が
主
な
も
の

で
、
９
億
４
７
３
９
万
２
千
円
を

計
上
し
、
前
年
度
比
は
７
・
８
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
出
金
は
、
12
億
９
０
１
２

万
３
千
円
で
前
年
度
比
16
・
６
％

と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。
こ
の
要

因
は
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
う
ち
、
特
に
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
や
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
し
が
大
き
く
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
す
る
歳
入
は
、
町

民
税
で
前
年
度
比
０
・
８
％
の
減
、

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
４
・

１
％
の
増
で
、
町
税
全
体
で
は

23
億
７
３
７
５
万
５
千
円
を
見
込

み
、前
年
度
に
比
較
し
て
１
・
２
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比

２
・
７
％
の
増
で
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
19
億
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金

は
４
億
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に

比
較
し
て
23
．
１
％
の
増
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
で
は
、
９
億
２
３

４
５
万
１
千
円
で
前
年
度
比
29
・

２
％
の
増
、
県
支
出
金
は
５
億
２

５
７
１
万
５
千
円
で
前
年
度
比
12
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る
大
幅
な
伸
び
が
あ
る
こ
と
や
、

公
共
下
水
道
特
別
会
計
に
お
い
て

宮
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

の
進
捗
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
の
上
水
道
事

業
は
、
７
億
４
０
３
０
万
円
で
前

年
度
比
９
・
９
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
資
本
的
支
出
に

お
い
て
宮
川
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
等
に
係
る
配
水
管
移
設
工

事
な
ど
の
工
事
負
担
金
が
増
加
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
平
成
28
年
度
の
総
予
算

額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
９
つ
の
会
計
を
合
わ

せ
、
１
５
９
億
２
９
４
０
万
円
で

前
年
度
比
０
・
１
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
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議会費  
90,961千円  1.2%

 総務費
1,032,967千円
　13.1%

民生費
2,860,402千円
　36.4%

衛生費  
559,613千円  7.1%

労働費  100千円  
0.0%

農林水産業費
349,418千円  
4.4%

予備費　10,000千円  0.1％

公債費　
795,031千円
  10.1%

 教育費
896,435千円
　     11.4%

商工費
50,418千円 
 0.7%

消防費
338,497千円
  4.3%

土木費
876,428千円  
11.2%

内  訳
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

8,000千円
8,000千円
5,000千円
6,000千円

32,000千円
17,000千円
3,000千円

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

1,832千円
194,430千円

7,191千円
50,504千円

386,036千円
250,000千円
52,186千円

地方消費税交付金
400,000千円  5.1%

※町税
2,373,755千円
　30.2%

地方交付税
1,900,000千円
　24.2%

その他  1,021,179千円  13.0%

町債
600,900千円  7.6%

国庫支出金
923,451千円  11.7%

県支出金
525,715千円  6.7%

地方譲与税
115,000千円  1.5%

※印は自主財源

※自主財源＝3,315,934千円  42.19％
　依存財源＝4,544,066千円  57.81％

義
務
的
経
費

予 算 額 

1,551,082

　1,092,399

　795,031

 3,438,512

　490,536

　　 283,556

　774,092

　1,354,433

    947,392

1,290,123

55,448

7,860,000

そ
の
他
経
費

投
資
的
経
費

特

別

会

計

  予 算 額 

 7,860,000

   699,000

 3,103,000

    16,300

   183,800

   670,200

  2,210,000

   446,800

   740,300

15,929,400

対前年度比

1.7％減

  18.9％減

  1.6％増

32.6％減

2.8％減

21.0％増

  3.6％増

  2.2％増

9.9％増

  0.1%増

　内　　　容

　　人　件　費

　　扶　助　費

　　公　債　費

　　　　小　計

　　補 助 事 業

　　単 独 事 業

　　　　小　計

　　物　件　費

　　補 助 費 等

　　繰　出　金

　　そ　の　他

合　　　　　計　　

構 成 比         

19.7％

   13.9％

　10.1％

　43.7％

　6.3％

　3.6％

　9.9％

　17.2％

　12.1％

　16.4%

     0.7％

 100.0％

■一般会計歳出予算の性質別経費 (単位：千円)

　　  会　計　別

一　   般　   会　   計

　　斎宮跡保存事業

　　国 民 健 康 保 険

　　住宅新築資金貸付事業

　　農業集落排水事業

　　公共下水道事業

　　介　護　保　険

　　後期高齢者医療

水  道  事  業  会  計

総　　　　　　　  計

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

25 2624 27平成23
0

60

65

70

75

■一般会計歳出予算額(当初)の推移

66
億
８
０
０
０
万
円

78
億
6
0
０
０
万
円

79
億
９
４
０
０
万
円73

億
4
5
０
０
万
円

76
億
4
5
０
０
万
円

80

一般会計歳入予算 78億6,000万円の内訳一般会計歳出予算 78億6,000万円の内訳

【用語の解説】
■自主財源と依存財源　自主財源とは、町税や使用料・手数料、寄
附金など町が自主的に収入する財源です。依存財源とは、国や県の
意思決定に基づき収入されるものなどで、主なものは地方交付税や
国庫支出金、地方債などです。
■義務的経費と投資的経費　義務的経費とは、任意で削減できない
経費（人件費、扶助費、公債費）です。投資的経費とは、施設整備
や道路建設など、支出が社会資本の形成に向けられるものです。

　わたしたちが納める税金がどのように使われるのか。また、まちづくりはどのように行われるのか。一般会計
を中心に平成 28 年度予算のあらましをお知らせします。予算の詳細内容については、総務課（☎ 52・7111）
へお問い合わせください。なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によって合計と一致しない場合があります。

平成28年度
一般会計予算 78億6,000万円のまちづくり各会計の合計は159億2,940万円

特集 平成28年度予算
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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  平成 28 年度一般会計　主要事業の概要
単位：千円

「総務費」	 …………………………………………………………………………………
　広島平和記念式典派遣事業（一般管理費）	 ３５６
　公共施設等総合管理計画及び固定資産台帳作成業務委託料（財産管理費）	 １５，６９８
　ふるさと納税 (寄附 ) 謝礼（企画費）	 ２５，０００
　津波対策緊急整備事業（津波対策緊急整備事業）	 １９７，８６１

「民生費」	 …………………………………………………………………………………
　年金生活者等支援臨時福祉給付金事業（新事業）	 ７９，９７４
　障がい者自立支援福祉サービス給付事業（障がい者福祉費）	 ３２９，７４４
　公立認定こども園運営費（こども園運営費）	 ６５，５６４

「衛生費」	 …………………………………………………………………………………
　歯と口腔の健康づくり推進条例に基づく関連事業（母子保健事業）	 ８５７
　ごみ収集・運搬業務（清掃費）	 １１，９５０

「農林水産業費」	 …………………………………………………………………………
　斎宮きららの森維持管理関連経費（農地費）	 ６，２４９
　パイプライン事業（農地費）	 ７２，５００

「商工費」	 …………………………………………………………………………………
　６次産業化支援事業（６次産業化振興費）	 ３，５００
　観光振興にかかる事業（観光費）	 ２３，０３５

「土木費」	 …………………………………………………………………………………
　地籍調査（地籍調査費）	 ９，６８３
　社会資本整備総合交付金事業（坂本・前野線、本郷勝見第二線　外）	 ３００，０００
　下水道使用料（従量制）システム対応委託料（下水道費）	 １，８８９
　被災建築物応急危険度判定（開発指導費）	 ７０７

「消防費」	 …………………………………………………………………………………
　耐震性防火水槽設置事業（消防施設費）	 ７，２７４

「教育費」	 …………………………………………………………………………………
　小・中学校給食管理献立システム導入委託（給食施設管理費）	 ８６９
　外国青年招致事業（学校運営費）	 ８，８３２
　学校支援地域本部事業（学校運営費）	 ９８７
　中学校建設基本設計業務委託（施設管理費・中学校）	 ３８，０００
　2021 年第 76回国民体育大会準備等委託料（保健体育総務費）	 ２，９４２
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繰入金  152,073千円
  21.7％

町債  197,700千円
 28.3％

【斎宮跡保存事業特別会計】

県支出金
40,488千円  5.8％

繰越金  10千円  0.0%
諸収入  11千円  0.0%
寄附金    1千円  0.0%

歳出 699,000千円

国庫支出金
308,717千円  
44.2％

総務費  644,420千円  92.2%
　　　　 土地公有化事業  
　　　　91,696千円
　　　　歴史的風致維持向上
　　　　計画推進費  409,311千円
　　　　　ほか

公債費
54,580千円
  7.8％

歳入 699,000千円

前期高齢者納付金等
280千円  0.0%
老人保健拠出金
21千円  0.0%

介護納付金
130,942千円  4.2%  

【国民健康保険特別会計】

共同事業拠出金
671,891千円  21.7%

公債費
100千円  0.0%

歳出 3,103,000千円

国民健康保険税
597,843千円  19.3％

　保険給付費
1,933,861千円
　62.3％後期高齢者支援金等

324,269千円  10.4%

国庫支出金
584,553千円
  18.8％

療養給付費交付金
78,544千円  2.5%前期高齢者交付金

721,425千円  23.3％

県支出金
138,665千円
  4.5％

共同事業交付金
746,706千円
  24.1％

財産収入  1千円  0.0%
繰入金  202,414千円
  6.5％

繰越金  28,318千円  0.9％
諸収入  4,527千円  0.1%

諸支出金  2,105千円  0.1% 
予備費     5,000千円  0.2%

歳入 3,103,000千円

一部負担金
  2千円  0.0％
    使用料及び手数料
      2千円  0.0％

　

保健事業費  34,531千円  1.1% 

諸収入  2千円
  0.0%

歳出 16,300千円 住宅新築
資金等貸
付事業費
1,015千円
  6.2%

県支出金
273千円  1.7%

貸付金等償還収入
11.938千円  73.2%

繰越金
4,087千円  25.1%公債費  15,285千円

         93.8%

歳入 16,300千円
【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
】

平成 28年度特別会計と水道事業会計（企業会
計）予算のあらましは、各グラフと表のとおり
です。各会計予算の詳細内容については、総務
課（☎ 52・7111）へお問い合わせください。
なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によ
って合計と一致しない場合があります。

平成28年度 特別会計・水道事業会計予算

特集 平成28年度予算
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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特集 平成28年度予算
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

【農業集落排水事業特別会計】

歳出 183,800千円

分担金及び負担金
210千円  0.1%

諸支出金
258千円
  0.1%

使用料及び手数料
32,015千円  17.4%

財産収入  1千円  0.0%
繰入金  144,305千円  78.5%
繰越金  10千円  0.0%
諸収入  7,002千円  3.8%

事業費
80,692千円
  43.9%
　維持管理費
　 60,094千円  ほか

歳入 183,800千円

県支出金
257千円  0.2%

公債費
102,850千円
  56.0%

公債費
132,016千円
  19.7%

歳出 670,200千円

分担金及び負担金
13.710千円  2.1%

国庫支出金
183,000千円
  27.3%

町債 
274,800千円
  41.0%

繰入金  
155,663千円  23.2%

繰越金  
10千円  0.0%
諸収入    
2千円  0.0%

 事業費  
 538,184千円  80.3%
　施設建設事業費  
　  446,050千円  ほか

歳入 670,200千円

使用料及び手数料
43,015千円
  6.4%

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

【介護保険特別会計】

公債費     100千円  0.0%
諸支出金  402千円  0.0%
予備費   1,000千円  0.1%  

歳出 2,210,000千円

保険料  464,119千円
  21.0%

国庫支出金  
505,328千円
  22.9%

支払基金交付金  
597,544千円  27.0%

総務費
39,524千円
  1.8%

県支出金  
314,885千円
  14.3%
財産収入  
1千円  0.0%

   保険給付費
2,115,750千円
      95.7%

繰入金  
327,187千円
  14.8%

繰越金  511千円  0.0%
諸収入  425千円  0.0%

地域支援事業費  
53,224千円  2.4%
  居宅介護サービス給付金
     864,000千円 ほか

歳入 2,210,000千円

後期高齢者医療
広域連合納付金
435,423千円

97.5%  

公債費         1千円  0.0％
諸支出金  202千円  0.0％
予備費   1,000千円  0.2％

総務費
10,174千円  2.3%

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

後期高齢者医療保険料
154,157千円
  34.5%

繰入金
291,440千円
    65.2%

繰越金  1,198千円  0.3%
諸収入         4千円  0.0%

歳入 446,800千円

使用料及び手数料
1千円  0.0%

歳出 446,800千円

■水道事業会計(企業会計)予算
　区　　分
収益的収入
水道事業収益
　営業収益
　営業外収益
　特別利益
収益的支出
水道事業費用
　営業費用
　営業外費用
　特別損失
　予備費

予  算  額

441,200千円
357,280千円
83,919千円

1千円

422,700千円
362,070千円
58,630千円
1,000千円
1,000千円

資本的収入
資本的収入
　他会計補助金
　出資金
　工事負担金
　雑収入
資本的支出
資本的支出
　建設改良費
　企業債償還金

116,500千円
8,925千円

47,042千円
60,532千円

1千円

317,600千円
151,058千円
166,542千円

　区　　　分 予  算  額
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まちの話題
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

　

４
月
上
旬
、
町
内
の
各
小
学
校

と
中
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
で
入
園

（
入
学
）
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
６
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、
新
小
学
生
２
０
９
人

が
入
学
し
ま
し
た
。
７
日
に
は
総

合
体
育
館
で
明
和
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
、
２
０
２
人
が
新
中

学
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
に
は
み
ょ
う
じ
ょ

う
こ
ど
も
園
や
各
幼
稚
園
な
ど
で

入
園
式
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て

２
５
２
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

各
小
学
校
と
中
学
校
、幼
稚
園
な
ど
で
入
園（
入
学
）式

み
ょ
う
じ
ょ
う
こ
ど
も
園
に
積
み
木
寄
贈

　

３
月
24
日
、竹
本
明
美
さ
ん（
松

阪
市
）
が
み
ょ
う
じ
ょ
う
こ
ど
も

園
に
積
み
木
や
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト

な
ど
お
よ
そ
50
万
円
分
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
竹
本
さ
ん
の
母
親
の

実
家
が
斎
宮
に
あ
っ
た
こ
と
や
、

幼
い
時
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
明
和
町
は
第
二
の

ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
お
り
、
明
和

町
の
子
ど
も
達
の
い
き
い
き
し
た

姿
を
見
守
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
今
回
の
寄
贈
の
申
し
出
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
竹
本
さ
ん
は
、
ウ
レ

タ
ン
製
の
積
み
木
や
夫
の
博
さ
ん

の
手
づ
く
り
の
積
み
木
や
ま
ま
ご

と
セ
ッ
ト
等
を
寄
贈
。

　

寺
前
副
町
長
が
感
謝
状
を
贈

り
、
子
ど
も
達
は
歌
で
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
前
園
長
は
「
素
敵
な

お
も
ち
ゃ
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
う

れ
し
い
。
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
、
竹
本
さ

ん
は
、「
子
ど
も
達
と
ふ
る
さ
と

の
た
め
に
少
し
で
も
力
に
な
り
た

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

７
月
30
日
に
大
淀
祇
園
祭
と
花
火
大
会

お祝いの記念やプレゼントに
花火を「ドドーン」と上げてみませんか

【申し込みは 6 月 4 日（土）までに】
　大淀祭典委員会（辻　良久委員長）では、260 有余年の歴
史を誇る伝統行事「大淀祇園祭と花火大会」を、7月 30日（土）
（雨天の場合は 7月 31日（日））に、大淀地区内と大淀漁港周
辺で開催します。
　大淀祭典委員会では、この花火大会の打ち上げ花火を広く皆
さんから募集しています。誕生・結婚などお祝いの記念やプレ
ゼントに想いを込めて、打ち上げ花火を「ドドーン」と上げて
みませんか。打ち上げ花火１発（夜）にかかる費用は１万円か
らです。申し込みいただいた人には、後ほど同委員会からプロ
グラムが配布されます。
■申込期間　6月 4日（土）まで
■申込・問い合わせ先　大淀祭典委員会委員長　辻　良久さん
（☎ 55・4029）
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まちの話題
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

松
阪
地
区
医
師
会
か
ら
寄
付

　

３
月
30
日
、
松
阪
市
役
所
に
お

い
て
松
阪
地
区
医
師
会
の
社
会
貢

献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
市
町

へ
の
災
害
備
蓄
用
品
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
松
阪
地
区
医
師
会
か

ら
野
呂
会
長
、
太
田
副
会
長
、
小

林
副
会
長
、森
田
副
会
長
が
出
席
、

市
町
か
ら
は
竹
上
松
阪
市
長
、
久

保
多
気
町
長
、
尾
上
大
台
町
長
と

寺
前
明
和
町
副
町
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
松
阪
地
区
医
師

会
が
平
成
26
年
４
月
１
日
の
公
益

社
団
法
人
移
行
に
伴
い
、
平
成
25

年
度
か
ら
行
わ
れ
、
平
成
27
年
度

も
各
市
町
に
１
０
０
万
円
相
当
の

防
災
用
・
災
害
備
蓄
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

明
和
町
に
は
、
電
子
体
温
計
や

生
理
用
品
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
町
に
70
万
円
寄
付

　

３
月
31
日
、
明
和
町
内
事
業
所

代
表
者
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
す

る
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
（
下

井
清
史
会
長
）
か
ら
町
に
70
万
円

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

郷
土
明
和
町
と
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
目
的
に
、
平
成
20
年
６
月
に

町
民
有
志
の
皆
さ
ん
で
発
足
。
町

へ
の
寄
付
は
、
今
回
で
８
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
今
後
も
会
員
募

集
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
会
長
の

下
井
清
史
さ
ん
と
土
屋　

忠
さ

ん
、
上
田
元
洋
さ
ん
が
来
庁
。
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
町
長

に
目
録
と
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
小
学

校
の
防
災
備
蓄
品
購
入
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三重県警察からのお知らせ

伊勢志摩サミットに伴う検問・交通規制にご協力を!
　５月 26 日（木）・27 日（金）に開催される伊勢志摩サミットに伴い、テロ防止や国内外要人の安
全確保のために検問を行います。検問では、行き先をお尋ねしたり、持ち物や車のトランクの中など
を見せていただいたりすることがあります。
　また、５月 25 日（水）から 28 日（土）にかけて、各国首脳の移動に伴い、高速道路や伊勢志摩地
域の道路等で交通規制を実施します。
　混雑緩和のため、

　　  公共交通機関の利用　　　   マイカー利用の自粛　　　  事業用車両の運行調整

等について、ご理解とご協力をお願いいたします。
　サミットに関する情報は、三重県警察ホームページでも提供しています。
※日本道路交通情報センターと連携し、サミット開催に伴う高速道路の通行止情報をツイッターによ
り提供します。下記アカウントをフォローすることにより、情報を受信することができます。

アカウント名 サミット高速道路交通情報（JARTIC）　アカウント ＠summit_jartic

問い合わせ先　三重県警察　☎ 059・222・0110
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く ら し
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

課名・課長氏名 係　名 係長氏名 職　員　氏　名 主な業務

防災企画課
課長　中谷　英樹

防災係
防災担当 奥田　昌宏 （兼）吉田雄気

小濱　秀斗
防災、防災無線、国民保護

消防担当 山本　育央
（消防） 消防、消防団

企画情報係
情報担当 稲浦　満

霜　幸佑
統計、町ホームページ

企画担当 朝倉　正浩 吉田　雄気 企画、総合計画、広域行政、地方創生、
ふるさと納税、広報広聴、行政チャンネル

総務課
課長　西田　一成

総　務　係
総務担当 松本　章 中瀬　裕子 辻　剛正 人事、給与、選挙
文書秘書担当 （兼）西田一成 高木　克典 秘書、情報公開

財　政　係 西尾　仁志 中瀬　弘雅 （新）上村優平 財政、管財

税務課
課長　北岡　和成

収税管理係 大西　孝明 宮脇　拓也 中林　俊輔 安田　友里 町税の収納、口座振替

課税係
住民税担当 松井　友吾 西村　　健 山口隆弘（前） 大角　崇貴 西尾　博登 町民税、軽自動車税、国民健康保険税、

介護保険料、後期高齢者保険料
固定資産税
担当 石田　勝也 高橋　英雄 西井　直貴 固定資産税

斎宮跡・文化観光課
課長　西口　和良
文化財保存活用監 中野 敦夫

文化観光係 森下　　純 中井　清央 観光振興の企画及び調整、情報発信等

文化財係 （兼）中野敦夫 乾　　哲也 山本　歩美 味噌井拓志 文化財の保存・活用、日本遺産

人権生活環境課
課長　世古口　和也
人権啓発推進監 中瀬 行久

環境・
住民協働係 家城　和司 橋爪　英樹 北岡　　翔 小林　政則 自治会、環境、ごみ処理、町民バス、

交通安全、防犯、畜犬登録
戸籍住民係 濱口　直美 森井有美枝 早川佳央里 雨森友希奈 中井　杏菜 戸籍、住民登録、印鑑登録

人権啓発係
人権啓発担当 日置加奈子 人権啓発、男女共同参画
人権センター
担当 （兼）中瀬行久 東谷　貴文 人権センター事業・講座

清掃センター 森嶋　明広
新田　勇人 中井　和也 山村　幸二 中谷　圭一

ごみ収集
西川　信

福祉保健課
課長　下村　由美子

福祉係 吉川　伸幸 山口　進也 中西　歩 寺西　沙織 小竹　将太 障がい者福祉、生活保護、児童手当、
福祉医療費助成、児童扶養手当

地域保健係 西岡　郁玲
松島　尚子 内田　充子 竹内　泰代 東谷　真希 母子保健、精神保健、予防接種

(乳幼児・児童・生徒)森下　真希

長寿健康課
課長　菅野　由美

健康ほけん係 青木　大輔
瀬田　広美 家城　美幸 （新）鈴木雄大 健康づくり、特定健診、がん検診、献血、

国民年金、国民健康保険、後期高齢者医療西村　恵美 中瀬　春香 矢村　奈月 竹本　綾奈

高齢者福祉係
介護担当 田中　純子 浅沼　洵平 介護保険認定・給付、高齢者福祉
支援担当 椿　ゆかり 椙本真理子 中村　幸司 地域支援事業、地域包括支援センター

農水商工課
課長　松本　雅之

農林商工係 丹合　信隆
中西　渉 大西　由晃 川島　大嗣

農業・商工業の振興、緑化推進、
企業立地（農業共済） 

松島　功

農水基盤係 　 高橋　浩司 黒坂　秀利 農業基盤整備、土地改良、水産振興、
漁港整備

まち整備課
課長　堀　真

管理土地
利用係 肥留間　誠 米田　学 里見　嘉弘 田所　和幸 藤原　万凜 道路・橋梁管理、公営住宅、公園、都市

計画、建築、開発、地籍調査

工務係 西尾　直伸
内田　智也 浅沼　秀陽 増田　真也 （新）今井隼司

道路・橋梁等の計画・設計・施工・監督
（新）山本竜也

上下水道課
課長　菅野　亮

上水道係 中村　和也 下村　栄司 西川　佳江 小林　俊成 水道料金、水道施設維持管理・建設等

下水道係
業務担当 畑　弘人 塚田ゆきえ 下水道使用料金、合併浄化槽設置補助

工務担当 坂口　昇 森井　匡樹 浅沼　勇介 農業集落排水・公共下水道の
維持管理・建設等

会計課
課長兼会計管理者 山口隆弘（坂） 会　計　係 山中　良子 高橋恵美子 収納・支払

教
育
委
員
会
事
務
局

教育総務課
課長　西口　竜嘉

総務係 西村　正樹 荒木　隆伯 豊田　真一 幼稚園・保育所・こども園・小・中学校等
施設管理

生涯学習係 中川　英之 生涯スポーツ、生涯学習、社会教育施
設管理

こども課 
課長　世古口　哲哉

こども支援係 中瀬　基司 長谷川晃美 北村　渉 保育所、幼稚園、こども園、子育て支援

教育支援係
教育担当 佐野稔（教員） 肥留間晴美 小学校・中学校の支援・研修・指導
事務担当 森田　景子 小学校・中学校の予算。任用・文書

議会事務局
局長　浅尾　恵次 庶務議事係 朝倉　晶子 議会、監査

農業委員会事務局
局長　田中　一夫 農地係 河村　尚紀 農業委員会、農地法許認可、農地利用

増進、農業者年金

松阪飯多農業共済事務組合  松島　功 松阪飯多農業共済事務組合業務(多気
町)

■は異動職員　（新）は新規採用職員

役場本庁等の職員配置（平成28年4月1日付）
町では４月１日付けで人事異動を行いました。本庁等については次のとおりです。
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施
設
職
員
の
異
動
、
退
職
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
育
所
・
幼
稚
園
教
諭
】

な
り
ひ
ら
保
育
所　

西
口
利
江

（
み
ど
り
保
育
所
）、
さ
さ
ふ
え
保

育
所　

中
口
ゆ
う
子
（
な
り
ひ

ら
保
育
所
）、
安
達
千
裕
（
新
規

採
用
）、
み
ど
り
保
育
所　

中
村

元
子
（
な
り
ひ
ら
保
育
所
）、
竹　

歩
（
こ
ど
も
課
）、
み
ょ
う
じ
ょ

う
こ
ど
も
園　

米
田
真
理
子
（
み

ど
り
保
育
所
）、
松
原
幸
奈
（
み

ど
り
保
育
所
）、
西
田
沙
知
（
新

規
採
用
）、
双
葉
幼
稚
園　

廣　

英
実
（
新
規
採
用
）、
旭
ケ
丘
幼

稚
園　

西
山
由
麻
（
新
規
採
用
）

【
調
理
師
】

さ
さ
ふ
え
保
育
所　

小
倉
英
子

（
旭
ケ
丘
幼
稚
園
）、
旭
ケ
丘
幼
稚

園　

金
谷
文
代
（
斎
宮
小
学
校
）、

斎
宮
小
学
校　

澤　

り
え
（
さ
さ

ふ
え
保
育
所
）

【
退
職
等
】

沼
田
昌
久
（
ま
ち
整
備
課
長
）、

小
池
弘
紀
（
長
寿
健
康
課
長
）、

加
藤
伸
幸
（
長
寿
健
康
課
高
齢
者

福
祉
係
支
援
担
当
係
長
）、
森
出

尚
芳
（
教
育
総
務
課
生
涯
学
習
係

長
）、
町
下
香
織
（
さ
さ
ふ
え
保

育
所
）、
荒
木
典
子
（
み
ど
り
保

育
所
）、辻　

正
臣（
防
災
企
画
課
。

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
へ
）

く ら し
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

写真後列左から
鈴木　雄大（長寿健康課）
上村　優平（総務課）
今井　隼司（まち整備課）
山本　竜也（まち整備課）

前列左から
安達　千裕（ささふえ保育所
西田　沙知（みょうじょうこども園）
西山　由麻（旭ケ丘幼稚園）
廣　　英実（双葉幼稚園）

新規採用の
明和町職員です

皆さん よろしくお願いします

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
る
「
明
和
町
消
防
団
」
の
平

成
28
年
度
幹
部
の
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
団　
　

長　

藪
谷
一
雄

■
副
団
長　

中
川
吉
弘

　
　
　
　
　
　

辻　

良
久

　
　
　
　
　
　

西
村　

弘

■
第
１
分
団
（
明
星
）

　

分
団
長　

今
井
洋
介

　

副
分
団
長　

西
村
友
宏

■
第
２
分
団
（
斎
宮
）

　

分
団
長　

長
谷
川
央

　

副
分
団
長　

服
部
信
幸

■
第
３
分
団
（
大
淀
）

　

分
団
長　

杉
木
孝
久

　

副
分
団
長　

山
崎
貴
也

■
第
４
分
団
（
上
御
糸
）

　

分
団
長　

新
田　

新

　

副
分
団
長　

中
林
俊
輔

■
第
５
分
団
（
下
御
糸
）

　

分
団
長　

小
竹
行
哉

　

副
分
団
長　

川
端
伸
広

■
第
６
分
団
（
め
い
姫
分
団
）

　

分
団
長　

岡
田
美
保

　

副
分
団
長　

伊
勢
谷
ひ
と
み

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る

【
明
和
町
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
】

　

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
４
月
10
日
、
明
和
町
消

防
団
の
新
入
団
員
訓
練
が
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
入
団
員
は
19
人
。
辞

令
交
付
式
に
続
い
て
、
消
防
署
長

か
ら
現
場
活
動
に
お
け
る
安
全
管

理
の
説
明
を
受
け
た
後
、
屋
外
で

消
防
団
幹
部
の
指
導
の
下
、
礼
式

訓
練
や
消
防
ホ
ー
ス
な
ど
器
具
の

取
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
消
防
団
員
の
総
員
は

２
１
７
人
。
団
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

礼
式
訓
練
や
器
具
の
取
扱
い
な
ど

【
消
防
団
の
新
入
団
員
訓
練
】

消防団幹部の皆さん

新入団員訓練に取り組む団員の皆さん
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平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

追
加
議
案
等
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
第
1
回
定
例
会
の
議

案
等
に
つ
い
て
、
広
報
め
い
わ
４

月
号
で
ご
紹
介
し
た
内
容
に
つ
い

て
は
す
べ
て
議
決
ま
た
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
降
追
加
提
出
さ
れ
、
議
決
ま

た
は
承
認
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
同
意
】

▽
明
和
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の

少
な
く
と
も
４
分
の
１
を
認
定
農

業
者
等
及
び
準
ず
る
者
と
す
る
こ

と
の
同
意
に
つ
い
て

▽
明
和
町
の
農
業
委
員
会
の
委
員

の
任
命
同
意
に
つ
い
て
（
15
件
中

２
件
否
決
）

▽
平
成
27
年
度
明
和
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
号
）

　

歳
入
、
歳
出
と
も
に
３
１
０
０

万
円
を
増
額
し
総
額
を
86
億
５
８

６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

▽
総
務
費=

地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
事
業
２
５
０
０
万
円
の
増
額

▽
民
生
費=

障
が
い
者
福
祉
費

介
護
給
付
費
５
８
０
万
９
千
円
の

増
額

▽
衛
生
費=

母
子
保
健
事
業
19
万

１
千
円
の
増
額

6月4日・5日に
第34回斎王まつり
　斎王まつり実行委員会では、第 34 回斎王まつ
りを 6月 4日（土）と 5日（日）の両日、斎宮歴
史博物館と斎宮平安の杜を会場に開催します。
　まつりでは、出発式や斎王群行、各種アトラク
ション、斎王市など各種催しが行われます。皆さ
ん、ぜひお出かけください。

4日（土）の催し
【前夜祭】
■時間と場所
　　午後５時〜、斎宮歴史博物館
■内容
　　開会式、斎王ほか斎王群行出演者の紹介
　特別ゲスト
　　二胡奏者　剣山 啓介

【斎王市】
■時間と場所
　　午後３時～９時、斎宮歴史博物館
■内容
　　町内外の特産品販売ほか

5日（日）の催し
【出発式、斎王群行】
■時間と場所
　　午後１時～
　　斎宮平安の杜～斎宮歴史博物館
　協力出演
　　皇学館大学雅楽部

【社頭（しゃとう）の儀】
■時間と場所
　　午後２時 45分、斎宮歴史博物館

【アトラクション、斎王市】
■時間と場所
　　午前 10時～午後３時、斎宮歴史博物館

斎
王
ま
つ
り
選
考
会

　

６
月
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
「
第
34
回
斎
王
ま

つ
り
」
の
斎
王
選
考
会
が
３
月
20

日
に
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
会
に
は
事
前
の
書
類
審
査

を
通
過
し
た
22
人
が
会
場
に
集
ま

り
、
選
考
の
結
果
、
津
市
の
八
木

美
海
さ
ん
が
斎
王
役
に
選
ば
れ
、

前
回
の
斎
王
役
を
務
め
た
前
田
彩

乃
さ
ん
か
ら
檜
扇
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
28
日
に
子
ど
も
斎
王
役
に

選
ば
れ
た
北
名
古
屋
市
在
住
の
高

岡
璃
音
さ
ん
も
紹
介
さ
れ
、
高
岡

さ
ん
は
「
斎
王
に
な
れ
て
う
れ
し

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
八
木
さ
ん

は
「
明
和
町
や
斎
王
ま
つ
り
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り

ま
す
。」

と
意
気

込
み
を

語
り
ま

し
た
。

※各日の催しは雨天の場合、中止となるものもあります。
　詳しくは、斎王まつり実行委員会（☎ 52・0054、URL　http://saioh.jp）へお問い合わせください。

まちの話題
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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　昨今、南海トラフを震源域とする巨大地震の発生が懸念されています。明和町は最大で震度 6強～ 7の
揺れに見舞われることが予想されており、被害軽減のために様々な備えが必要とされています。
　明和町では、住民の皆様とともに地震への備えを強化するため、以下のような取り組みを行っています。
参考にしていただき、非常持ち出し品の準備や補助制度の活用など、それぞれに必要な対策を行い、大地
震に備えましょう。

◎住宅の耐震化

　阪神淡路大震災では、亡くなった方のうち約 8割が、住宅の倒壊等による圧死でした。なかでも、昭和
56年以前の旧耐震基準で建てられた家に倒壊等の被害が集中したと言われており、耐震性の確保が急がれ
るところです。また、家屋の倒壊は避難行動、消火活動、緊急車両の進入など、災害時に必要なさまざま
な取り組みの妨げにもなります。家庭や地域の安全のため、住宅の耐震化を進めましょう。
　明和町では、耐震診断や耐震補強工事などに対し、以下のような補助を実施しています。この機会にぜひ、
ご検討ください。
◆対象となる要件
　３階建て以下の木造住宅で、昭和 56年 5月 31日以前着工のもの。
◆制度の内容

　※リフォーム工事については、補強工事、簡易補強工事と同時に実施する場合のみ補助の対象となります。
◆申請の期間
　随時

◎家具の固定

　住宅の倒壊と同様、家具の転倒も大怪我の原因や避難行動の妨げになる可能性があります。住宅の耐震
化と比べ、手軽に実施できる対策ですので、安心・安全な住まいづくりの第一歩として、ご自宅の家具を
固定しましょう。明和町では、ご自身での家具の固定が困難と思われる方を対象に、無料で家具を固定す
る制度を実施しています。ぜひご検討ください。
◆対象となる要件
　満 65歳以上の高齢者、身体障害者手帳・療育手帳・精神保健手帳のいずれかの交付を受けている方、そ
れらに準ずる方のみで構成されている世帯
◆制度内容
　住宅内にある家具を L字金具・チェーン等を用いて 3つまで無料で固定します。作業は、町が委託契約
している業者が行います。制度を利用できるのは、1世帯 1回のみです。実施日については、申請後に調整
の上、連絡致します。
◆申請の期間
　平成 28年 6月 1日 ( 水 ) ～ 12 月 28 日 ( 水 )

耐震診断 無料で実施
耐震補強計画 (設計 ) 費用の 2/3( 最大 16万円 )
耐震補強工事 費用の 11.5％ ( 最大 41.1 万円 ) ＋費用の 2/3( 最大 60万円 )
耐震簡易補強工事 費用の 2/3( 最大 30万円 )
リフォーム工事※ 費用の 1/2( 最大 20万円 )

特集 防災まちづくり
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

大地震に
備えましょう
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◎ブロック塀の除去

　過去の様々な震災において、ブロック塀の倒壊被害は多数発生しています。倒壊したブロック塀の下敷
きになるなどの直接的な被害はもちろん、通行の障害となることで避難、救助、消火などさまざまな活動
の支障にもなります。明和町では、避難路に面したブロック塀の除去・改修を支援する制度を実施してい
ます。この機会に、危険なブロック塀の除去・改修をご検討ください。
◆対象となる要件
　① 避難路に面し、地震時に倒壊・転倒の恐れがある、高さ 60cmを超えるブロック塀を除去・改修する者
　② ①のうち、明和町津波避難計画に規定する津波避難困難地域内に存在するブロック塀を除去・改修する者
　③ ②に該当するブロック塀のうち、おおむね５敷地以上を、所有者の承諾を得てまとめて除去しようとする自治会
◆内容
　補助額は、要件①、②の場合、除去又は改修にかかる費用の 1/2 です。(ただし、上限は要件①に該当す
る場合 10万円。要件②に該当する場合 15万円。)要件③に該当する場合は、除去にかかる費用です。(た
だし、上限は除去するブロック塀の長さ 1ｍあたり 1万円。)制度を利用できるのは、要件①、②の場合は
１敷地１回のみ、要件③の場合は１自治会原則１回です。
◆申請の期間
　平成 28年 12月 28日 ( 水 ) まで

◎備蓄品と非常持ち出し品

　災害時には、飲料水や食糧の入手が困難になることが予想されます。明和町では、住宅が全壊・全焼し
て備蓄品を取り出せなくなる避難者などを想定して、食糧等の備蓄を行っています。また、複数の民間事
業者とも物資応援協定を締結しています。しかし、種類も数量も最低限の物に留まっており、協定先から
も直ちに必要な物資が十分な数だけ届くわけではありません。個人、家庭、自治会などで、それぞれに必
要な非常持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう。
◆非常持ち出し品・備蓄品の準備
　非常持ち出し品とは、避難時に持ち出し、１晩程度過ごすために最低限必要なものを言います。いつで
もすぐに取り出せる場所に用意しておきましょう。例 )水 (500ml)、食糧 ( カンパンなど )、防寒着、懐中
電灯、ラジオ、笛、軍手、マスク、家族の連絡先、その他必要に応じて医薬品、生活用品など
　備蓄品は、救援物資が到着するまでの間、しのぐための物を言います。7日分を目標に、最低でも 3日分
は準備しておきましょう。例 )飲料水 (1 人 1日 3ℓ )、非常食、燃料 (卓上コンロなど )、毛布、その他必
要に応じて医薬品、生活用品など
※日頃食べるカップラーメンなどを多めに買っておくことで、無理なく非常食の備蓄が出来ます。また、飲
料水以外にも、お風呂に水をためておくと生活用水として使えるので有効です。
◆町の主な備蓄品一覧 ( 平成 28 年 3 月現在 )

◎問い合わせ

　補助制度については、記載した以外にも要件があります。また、補助の件数には限りがあります。詳しくは、
防災企画課 (電話 52・7110) までお問い合わせください。
　また、防災に関する情報については、明和町ホームページにも掲載しています。参考にしてください。

主な資機材
品　目 数　量

エンジン発電機（台） 10
ハロゲン照明器（個） 20
LED投光機（機） 2
炊出釜（42ℓ）・バーナーセット 7

備蓄食糧、飲料水
（町内防災倉庫9か所合計）

品　目 数　量
アルファ米 7,745 食
カンパン 816 食
保存パン 540 食
保存水 1,800ℓ

主な備蓄品
品　目 数　量

給水パック（袋） 1,500
緊急時浄水装置（台） 4
真空パック毛布（枚） 2,450
簡易トイレ/処理剤（回） 25,720
マルチトイレ（基） 34
ワンタッチテント（基） 20
パーティション（基） 30

特集 防災まちづくり
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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まちの話題
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

高齢者向け給付金の申請手続きについて
　広報めいわ 4月号でお知らせしました「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」について、
申請手続きの概要をお知らせします。

●申請期間・申請書受付窓口【明和町】

平成 28年 5月 9日（月）～ 8月 9日（火）（土曜日・祝祭日を除く）
（なお、期間中の日曜開庁時には、町役場福祉保健課で申請書の受付を行います。）
※受付会場・受付時間は、次のとおりです。
① 5 月 9 日（月）～ 20 日（金）…町役場１階研修室
　受付時間：午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
　（研修室会場では、正午から午後 1時までの間は、受付を行いませんので、ご了承ください。）
② 5 月 22 日（日）～ 8 月 9 日（火）…町役場福祉保健課
　受付時間：午前８時 30 分～午後 5 時 15 分
注 1）申請先は、平成 27年１月１日（基準日）において、住民登録がされている市区町村になります。明

和町以外が申請先となる方は、事前にその市区町村にお問い合わせください。
注 2）申請期間などは、各市区町村により異なりますので、ご確認ください。
注 3）明和町において、高齢者向け給付金の支給対象となる可能性のある方に対しては、5月初旬に所定の

申請用紙を郵送で（町役場税務課と福祉保健課の連名で）お届けします。書類が届きましたら、必ず
内容を確認の上、期日までに所定の手続きをして下さい。

●申請方法

　申請書に必要事項をご記入、押印の上、本人確認ができる書類（運転免許証・健康保険証の写しなど）、
振込先金融機関口座が確認できる書類（通帳の写しなど）を添付して、窓口へ申請書類をご提出ください。（窓
口が大変混雑しますので、必要書類を事前にコピーしていただくなど、ご協力をお願いいたします。）
※書類の訂正をする場合がありますので、印鑑（認印）をご持参ください。
※添付いただく書類など詳細については、ご案内の通知に記載しておりますので、ご一読の上、漏れのな
いようにご注意ください。
＊本人確認ができる書類…申請書に記載されている申請者・支給対象者全員の分
　（代理申請される場合には、代理申請者の分も必要になります。）
＊振込先金融機関口座が確認できる書類…申請者もしくは代理申請（代理受給）者の方の分

●高齢者向け給付金の支給について

　期日までに申請いただいた書類を審査した結果、対象の方に高齢者向け給付金を支給いたします。
　なお、申請後の審査の結果、高齢者向け給付金の支給対象外となる場合もありますので、ご了承ください。
①支給対象者：平成 27年度臨時福祉給付金の支給対象者の内、平成 28年度中に 65歳以上となる方。
②支給額：支給対象者一人につき、30,000 円。
③支給開始時期：平成 28年 6月下旬以降、順次、指定の口座に振り込みます。振り込み前には、支給決定
通知書をお届けいたします。

④その他：高齢者向け給付金については、平成 26年中の所得に応じて支給の対象の有無が判断されます。
そのため、平成 26年中の所得の申告をまだされていない方は、手続きを早急に済ませて下さい。

注）『高齢者向け給付金』をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください !!
※詳しくは、町役場福祉保健課（☎ 52・7115）までお問い合わせください。
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　健康アップ！筋力アップ！の運動を行う「おとな元気教室」が５月より始まります。筋力をつける
ことは、骨や心臓、肺、血管などを丈夫にするだけでなく、生活習慣病を予防することができます。
また、運動は脳の刺激となり、認知症予防効果もあると言われています。昨年度から始まりましたス
タンプラリーも継続いたしますので、ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください！

日　　時：5 月 13 日（金）、27日（金）
　　　　　初級コース　午前 9時～ 10時
　　　　　中級コース　午前 10時 30分～ 11時 30分
※両コースとも時間が変わりましたのでご注意ください。
場　　所：総合体育館
持ち物等：運動しやすい服装、運動シューズ、水分（お茶
　　　　　など）、タオル
＊申し込みは不要です。参加希望の方は、当日総合体育
館へお越しください。
詳しくは、役場長寿健康課　健康ほけん係（☎ 52・7116）まで。

おとな元気教室（健康アップ!運動教室）が始まります!!

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活で
きるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
身体・知的・精神障がいのある人、その家族・
支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請
手続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤ 交流の場「ここサロン」、意見交換会「ここトー
ク」の定期的開催等
■場所
保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月〜金曜日（祝日を除く）、
午前８時 30分〜午後５時 15分

◎「ななかまどの会」が開催されています
　精神に障がいのある人のご家族が自主的に集
まり、気軽に話し合う茶話会が毎月開催されて
います。この度、茶話会の名前を「ななかまど
の会」と決定しました。「ななかまど」とは、バ
ラ科の落葉高木で、花言葉に「私はあなたを見
守る」という意味があります。ご本人の疾病、
日頃の生活、医療や福祉サービスのことなどに
ついて、同じ悩みを持つご家族同士で話し合い、
情報交換や交流を深めることを目的としていま
すので、どうぞお気軽にご参加ください。
■日時　毎月第 3木曜日　午後 1時から
■場所　明和町保健福祉センター

◎5月21日学習会『てんかんとは』を開催します
　今回の学習会では、三重県てんかん協会の米
田様をお招きし、つぎのとおり『てんかんとは』
を開催します。皆さまお気軽にご参加ください。
■日時　平成28年5月21日（土）午後1時30分から
■場所　明和町保健福祉センター
■内容　てんかんについての理解を深める
■対象　てんかんに興味のある方
■参加申し込み　5 月 6日（金）
※手話通訳、要約筆記の必要な人は申し込みの
際にご連絡ください。

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター♬
ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・
7127、FAX 52・7128、メール shien@town.
meiwa.mie.jp）へお問い合わせください。
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６
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
勢
街
道
も
の
が
た
り
を

発
行

５
月
27
日
に

ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ
あ

い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

５
月
27
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

映
画
「
博
士
の
愛
し

た
数
式
」（
出
演
者　

寺
尾　

聰
、

深
津
絵
里
ほ
か
）
の
上
映

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ひ
と
り
で
簡
単
に
浴
衣
が
着
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
帯
結
び
の
ア

レ
ン
ジ
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
。
今
年
の
夏
祭
り
は
、
浴
衣
を

自
分
で
着
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

■
日　

時　

６
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

田
中
明
美
さ
ん

■
持
ち
物　

浴
衣
・
着
付
け
道
具

一
式

■
受
講
資
格　

町
内
在
住
の
16
歳

以
上
の
人

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
間

　

５
月
17
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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６
月
１
日
に「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
町
村（
特

別
区
を
含
む
。）
の
区
域
で
人
権

擁
護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち
で

す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
面
談
ま
た
は

電
話
に
よ
る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
４
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

・
中
野　

益
甫
さ
ん

・
浅
尾　

栄
子
さ
ん

・
北
村　

れ
い
子
さ
ん

・
池
田　

高
治
さ
ん

※
６
月
５
日
（
日
）
に
は
斎
王
ま

つ
り
会
場
に
て
、
街
頭
啓
発
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
電
話　

55
・
３
０
５
２
（
人
権

セ
ン
タ
ー
共
通
、
通
話
料
金
が
か

か
り
ま
す
）

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携
映
画
祭
２
０
１
６

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
県
内
の

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や
市
町

が
連
携
し
て
「
三
重
県
男
女
共
同

参
画
連
携
映
画
祭
２
０
１
６
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

明
和
町
で
は
、
６
月
25
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
25
日
（
土
）

　

１
回
目　

午
前
10
時
～

　
　
（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）

　

２
回
目　

午
後
２
時
～

　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

■
場
所　

斎
宮
歴
史
博
物
館　

講

堂■
定
員　

各
１
２
０
人（
先
着
順
）

■
入
場
料　

無
料

　
（
整
理
券
が
必
要
）

※
整
理
券
は
５
月
26
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
人
権
セ
ン
タ
ー
、
役

場
人
権
生
活
環
境
課
の
２
箇
所
で

記
名
申
込
の
上
、
配
布
し
ま
す
。

■
入
場
整
理
券
の
配
布
場
所

〇
明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
（
平
日
の
み
）

〇
役
場
人
権
生
活
環
境
課

　
（
平
日
・
日
曜
日
）

■
入
場
整
理
券
の
配
布
時
間

　

各
場
所
と
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

※
入
場
整
理
券
の
配
布
は
定
員
に

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
託
児　

有
り
（
事
前
申
し
込
み

必
要
）

※
３
歳
児
か
ら
未
就
学
の
子
ど
も

を
対
象
に
託
児
（
無
料
、
先
着
５

名
）
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
６
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
、
人

権
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
上
映
作
品
「
あ
ん
」

【
や
り
残
し
た
こ
と
は
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？
】

　

縁
あ
っ
て
、
ど
ら
焼
き
屋
「
ど

ら
春
」
で
雇
わ
れ
店
長
と
し
て
単

調
な
日
々
を
こ
な
し
て
い
た
千
太

郎
。
そ
の
お
店
の
常
連
客
で
あ
る

中
学
生
の
ワ
カ
ナ
。

　

あ
る
日
、「
ど
ら
春
」
の
求
人

募
集
の
張
り
紙
を
見
て
、
そ
こ
で

働
く
こ
と
を
懇
願
す
る
一
人
の
女

性
、
徳
江
が
現
れ
、
ど
ら
焼
き
の

粒
あ
ん
作
り
を
任
せ
る
こ
と
に
。

徳
江
の
作
っ
た
粒
あ
ん
は
、
あ
ま

り
に
も
美
味
し
く
、
み
る
み
る
う

ち
に
店
は
繁
盛
。
し
か
し
、
心
な

い
噂
が
、
彼
ら
の
運
命
を
大
き
く

変
え
て
い
く
…
。

（有料広告）

先進医療認定施設
0598-21-5222

医療法人スワン
松阪市                                1638                     カイバナ町 エルム通り

目元の美容：アンチエイジング外来

・メヤニ
涙があふれる メヤニが出る 視界がぼやける

涙の専門外来にご相談ください

でお悩みの方 必見

啓発活動の様子

上映作品「あん」
©2015 映画「あん」制作委員会 /COMME DES CINEMAS/
TWENTY TWENTY VISION/ZDF-ARTE
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テ
ー
マ

　
「
ど
う
な
っ
て
ん
の　

私
た
ち

の
出
す
ご
み　

パ
ー
ト
10
」

内　

容

・
可
燃
・
粗
大
・
資
源
ご
み
の
状

　

況
説
明

・
清
掃
工
場
の
見
学

・
資
源
ご
み
（
紙
類
）
の
分
別
方

　

法
に
つ
い
て
の
説
明

■
日　

時　

６
月
４
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　

所

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
問
合
せ

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
０
５
９
６
・
38
・
２
８
０
０

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

第
29
回 

環
境
学
習
会

参
加
者
募
集

不法投棄をすると、法律により、重い処罰を受けます。「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」では、「何
人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない」と定められています。不法投棄をすると、「5年以下の懲
役または 1,000 万円以下の罰金（法人の場合は 3億円以下の罰金）」の刑が科せられると定められてい
ます。さらに、不法投棄は、悪臭や地下水の汚染等の公害を発生させ、人の健康や生活にも悪影響を
及ぼし、地域の自然環境や景観を損ないます。一方、不法投棄物の処理撤去には、多大な費用がかか
ります。宅地や空き地へ不法投棄がなされた場合には、地域のみなさんがたいへんいやな思いをする
ことになります。不法投棄は、絶対に行わないでください。松阪市、多気町、明和町、大台町の 1市
3町では、監視パトロールを行ったり、看板を設置する等の取り組みを行っていますが、不法投棄を未
然に防止するには、地域のみなさんのご協力や監視の目が必要です。もし、不法投棄された物、不法
投棄をしている人、不法投棄をしそうな人を発見した場合は、いつ、どこで、どのような人が、どの
ようなごみを投棄したかに加え、車のナンバー等についても、下記まで情報提供をお願いします。

廃棄物は、各市町の、決められたルールに従って、決められた場所にお出し下さい。

不法投棄は、重大な犯罪です!!

松阪市役所 清掃事業課 ☎0598・53・4470
明和町役場 人権生活環境課 ☎0596・52・7117

多気町役場 環境商工課 ☎0598・38・1118
大台町役場 生活環境課 ☎0598・82・3787

【
町
税
・
保
険
料
と
納
期
の
お
知
ら
せ
】

　

５
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き

を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
２
期
分

■
軽
自
動
車
税
＝
全
期
分

　

納
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
ま

す
と
、
延
滞
金
や
財
産
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
町
税
・
保
険
料
の
納
付
は
納
期
限
内
に
、
ま
た
督
促
状
が
届

い
た
場
合
は
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は
５
月
27
日
（
金
）
に
振
替
し
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
「
口
座
振
替
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
金
融
機
関
の
通
帳
・
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課

ま
た
は
町
内
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
の
ご
案
内
】

　

税
務
課
で
は
、
平
日
の
役
場
開
庁
時
間
内
に
お
仕
事
の
都
合
な
ど

で
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談
が
困
難
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
次

の
と
お
り
平
日
の
夜
間
と
日
曜
日
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

５
月
11
日
（
水
）、
５
月
24
日
（
火
）、
各
日
と
も
午
後
５

時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
・
内
容　

税
務
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

５
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
（
各
日
曜
日
）、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
・
内
容　

会
計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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未就園児と保護者の皆さん
ご利用ください

【子育て支援センター　行事予定】

　いちごくらぶ

◎あそぼう！！
■日時　5月6日（金）午前10時30分～正午
■場所　いつきのみや歴史体験館隣広場
※申込不要・雨天中止
◎おはなし会
■日時　５月12日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎寄せ植えをしよう
■日時　５月17日（火）午前10時～11時
■定員　15名
※申込必要
◎手作り玩具であそぼう！
■日時　5月19日（木）午前10時～11時
■定員　10名
※申込必要
◎公園にあつまろう♪
■日時　5月27日（金）午前10時～11時30分
■場所　大仏山公園多目的広場
■定員　15名
※申込必要

【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
月～金（午前9時～午後2時）
 URL  http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

　おひさまひろば

◎おにぎりづくり
■日時　5月13日（金）午前10時～11時30分
■対象　2歳児
■定員　8名
※申込必要
◎親子ふれあいヨガ（うさぎコース・2歳児向け）
■日時　6月2日（木）午前10時～10時40分
※申込不要

◎おひさまひろばの開館日（６月前半まで）
５月２日（月）、６日（金）、９日（月）、11日（水）、13日（金）、
16日（月）、18日（水）、20日（金）、25日（水）、30日（月）、
31日（火）、６月１日（水）、２日（木）、３日（金）、６日（月）、
８日（水）、13日（月）、15日（水）、16日（木）

【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）
不定期（午前9時～正午、午後1時～3時）

　こあら

◎救急法のお話を聞きましょう！
■日時　5月24日（火）午前10時～10時40分
■定員　20名
※申込必要（申込期間：5月9日（月）～20日（金））
◎おはなし会
■日時　6月9日（木）午前10時～10時40分
※申込不要

【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550
月～金（午前9時～正午、午後1時～3時）

　なりひら保育所

園庭開放しています!ご自由に遊びに来てください!
☎55・3210
月～金（午前9時～午後4時）

　児童センター

◎親子ふれあいヨガ（ひよこコース・0～1歳児向け）
■日時　5月18日（水）午前10時～10時40分
※申込必要（申込期間：5月9日（月）～17日（火））
◎人形劇をみよう（小学生も対象に含む行事）
■日時　5月28日（土）午前10時30分～11時30分
■対象　未就園児～小学3年生まで
※申込必要（申込期間：5月9日（月）～27日（金））
☎52・2519
月～土（午前9時～午後5時）

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いた
だき、各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換が
できる場で、各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。
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５
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　

５
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日
曜（
窓

口
）開
庁
で
は
、住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行
を
は
じ
め
、

各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時　

５
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ U

RL  http://w
w
w
.tow

n.m
eiw
a.

m
ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

　

５
月
15
日
・
６
月
19
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換

を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
月
と
６

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
５
月
15
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
５

月
９
日
（
月
）、
②
６
月
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期

限
＝
６
月
13
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で

構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７
は
、
平
成
29
年

４
月
21
日
（
金
）
～
５
月
14
日
（
日
）
の
24
日
間
、

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
及
び
そ
の
周
辺
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
博
覧
会
は
、
約
４
年
に
１

度
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
三
重
県
で

は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
日
本
最
大
級
の
お
菓
子

の
祭
典
で
す
。
開
幕
１
年
前
と
な
る
平
成
28
年
４

月
23
日
（
土
）
よ
り
前
売
入
場
券
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

第
１
期
前
売
販
売
（
平
成
28
年
４
月
23
日
（
土
）

～
９
月
30
日
（
金
））、
第
２
期
前
売
販
売
（
平
成

28
年
10
月
１
日
（
土
）
～
平
成
29
年
４
月
20
日

（
木
））、当
日
券
販
売
（
平
成
29
年
４
月
21
日
（
金
）

～
５
月
14
日（
日
））に
わ
け
て
販
売
い
た
し
ま
す
。

主
な
販
売
箇
所
：
三
重
県
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん（
三

重
県
菓
子
工
業
組
合
加
盟
店
）、
主
な
旅
行
代
理

店
、
近
鉄
駅
営
業
所
、
三
重
交
通
主
要
切
符
売
場

等
　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
入
場
券
販
売
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　○

お
問
い
合
わ
せ
先

　

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重

　

実
行
委
員
会
事
務
局
内

　

入
場
券
販
売
管
理
セ
ン
タ
ー

　

〒
５
１
６

－

８
５
６
６

　

伊
勢
市
勢
田
町
６
２
８

－

２

　

☎
０
５
９
６
・
６
３
・
８
１
６
１

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７

前
売
入
場
券
販
売
開
始
の
お
知
ら
せ

券種・区分
第1期
前売券
（円）

第2期
前売券
（円）

当日券
（円）

記　事

普通入場券

大人 1,500 1,800 2,000 ・満18歳以上65歳未満の者とする。(ただし、高校生の区分に該当する者を除く)

シニア 1,200 1,400 1,600 ・閉幕(平成29年5月14日)時点の年齢が満65歳以上の者とする。

中学・高校生 1,000 1,200 1,400

小学生 600 700 800 ・小学生未満は無料。ただし入場には、保護者同伴に限る。

割
引
入
場
券

入場日限定
2日入場券

大人 2,500 限定販売10,000
枚

売切次第終了

・指定日=4/24.25.26.27.28 5/8.910.11.12　(計10日間)
・上記指定日の2日間の入場が可能(不連続でも可)。ただし、本人に限る。
・販売場所は、三重県菓子工業組合が認めた県内販売店とする。シニア 2,000

特別割引
入場券

大人

特別割引入場券
は当日券のみ発

売

1,000
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健
康手帳、特定疾患医療受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証等を所持する者。
・上記の者の介護者（ただし特別割引入場券が適用となる介護者は1名のみ。2
人目以降は普通入場券となる。）

シニア 800

中学・高校生 700

小学生 400

※詳しくは公式ホームページにてご確認下さい。http://www.kashihaku-mie.jp　　　　　　　　　　　※すべて消費税を含む価格

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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　行政相談とは、行政やNTT などの特殊法人などの仕事につい
て、皆さんからご意見をお聞きし、その解決等の推進を図る制度
です。明和町では、次のとおり行政相談を行います。皆さん、お
気軽にご利用ください。
■例月の行政相談（5 月分）　5月 2日（月）　午前 9時 30分〜正午＝保健福祉センター
※例月の行政相談は、明和町社会福祉協議会の「心配ごと相談」と合同で開催しています。例月の行
政相談・心配ごと相談の日程については、本紙 24ページをご覧ください。心配ごと相談について、詳
しくは明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお問い合わせください。
■巡回行政相談　5月 16 日（月）＝大淀会館（大淀地区コミュニティーセンター）、5月 18 日（水）
＝みいと会館（下御糸地区コミュニティーセンター）、5月 20日（金）＝ふれあい会館（上御糸地区コミュ
ニティーセンター）、時間はいずれも午前 9時 30分〜 11 時 30 分
■行政相談委員　亀田律子さん（前野、☎ 55・2856）、辻　隆志さん（山大淀、自宅＝☎ 55・2244、
辻事務所＝☎ 0596・63・5036）
※相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。詳しくは、人権生活環境課（☎ 52・7117）へお
問い合わせください。

５月16日・18日・20日に巡回行政相談
皆さん お気軽にご相談ください

亀田委員 辻　委員

あなたにできる
応急手当の講習会を開催します
発表事項「普通救命講習会の開催について」

現場と農政を結ぶ
「地方参事官ホットライン」の開設
　農林水産省東海農政局では、「地方参事官ホット
ライン」を開設しました。
　「生産者・消費者・行政関係者の皆様から、農政
に関するご相談、事業や制度へのご質問など」を受
け付けていますので、以下の問い合わせ先にお気軽
にご連絡下さい。

【問い合わせ先】
東海農政局三重支部地方参事官室
☎ 059・228・3151
（平日 午前 8時 30分～午後 5時 15分）
インターネットでのお問い合わせ
http://www.maff.go.jp/tokai/
area/mie/index.html

講習日時 5月 15日（日）　午前 9時～正午

講習会場
松阪市川井町 1001 番地１
松阪地区広域消防組合消防本部
3階会議室

講習内容 ①心臓や呼吸が突然止まった
人への対応及び心肺蘇生法と
AEDに関する説明
②心肺蘇生法の実技
③AEDの使用取扱い実技

180分

定　 員 30 名（中学生以上対象、定員になり
しだい締切りになります）

募集期間 5月 1日（日）～ 12日（木）

講 習 費 無　料

申込方法

消防本部または、最寄りの消防署・分
署で申込書に必要事項を記入して、提
出してください。また、松阪地区広域
消防組合のホームページからも申し込
みができますのでご利用ください。（検
索キーワード：松阪消防）
＊講習を受けられた方には、「普通救
命講習修了証」を交付します。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

（有料広告）
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司
法
書
士
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

　

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
19
日
（
木
）　

午

後
６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分

ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所　

松
阪
市
日
野
町
７
８
８

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

松
阪
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

陽
介
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
古
田

顕
子
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

県
営
大
仏
山
公
園
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
公
園
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
次
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
11
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
12
日
（
日
）
に

順
延

■
場
所　

県
営
大
仏
山
公
園
内　

中
央
広
場

■
内
容　

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
、
地
元

飲
食
店
、め
い
姫
と
の
写
真
撮
影
、

白
バ
イ
乗
車
体
験
、
ふ
れ
あ
い
動

物
園
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

　

詳
し
く
は
県
営
大
仏
山
公
園
管

理
事
務
所
（
☎
23
・
６
５
６
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５月と６月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相
談（消費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口
を次のとおり開設します。皆さん、お気軽にご利
用ください。
■日時　① 5月 10日（火）、② 6月 14日（火）
時間は各日とも午前10時〜正午・午後1時〜3時
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

５月と６月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　① 5月 2日（月）午前 9時 30分
〜正午＝行政相談・心配ごと相談、② 5月 16 日
（月）午後 1時 30 分〜 4時＝心配ごと相談、③
6月 6日（月）午前 9時 30分〜正午＝行政相談・
心配ごと相談、④ 6月 20 日（月）午後 1時 30
分〜 4時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会
　（☎ 52・7056）へお問い合わせください。

交通事故相談会の開設（５月・６月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派
遣員による交通事故（過失割合の判例、示談の
仕方・進め方、賠償請求と賠償額の算定、その
他相談等）の相談会を次の通り開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時
　5月11日（水）午後1時～3時　※1人1時間
　【要予約】申込期限5月10日（火）午後5時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
　6月8日（水）午後1時～3時　※1人1時間
　【要予約】申込期限6月7日（火）午後5時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

人のうごき

4 月の人口
総人口：23,104 人
　　男：11,149 人
　　女：11,955 人
世帯数：8,690 世帯

3 月中の主な増減
出　生：   15 人
死　亡：   13 人
転入等：112 人
転出等：170 人
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）

在
宅
介
護
を
応
援
！！

　
「
ヨ
ガ
の
ゆ
っ
た
り
体
ほ
ぐ
し
体
操
」【介

護
者
健
康
教
室
】

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
健
康
教
室
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

介
護
を
一
生
懸
命
し
て

い
る
と
、
気
が
つ
か
な
い
間
に
疲

れ
が
た
ま
る
こ
と
も
…
こ
の
講
座

で
は
介
護
者
の
健
康
を
保
つ
こ
と

を
目
的
に
、
体
の
疲
れ
を
癒
し
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
体
操
を
学

び
ま
す
。

■
日
時　

５
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

■
講
師　

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ

プ
ラ
ー
ナ　

藤
原　

由
佳
里
さ
ん

■
参
加
費　

無
料

■
お
ま
け　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
つ
き

介
護
の
プ
チ
ト
ー
ク

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
ま
で
に

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
７
１
２
７
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

～虐待などの相談窓口のご案内～
【まずは、お気軽にご相談ください】

【児童虐待相談窓口】
　明和町福祉保健課　　　　　  　☎ 52・7115
　中勢児童相談所　　    　☎ 059・231・5666

【ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）相談窓口】
　明和町福祉保健課　　　　　  　☎ 52・7115
　配偶者暴力相談支援センター　☎ 059・231・5600
　警察安全相談電話　　 　☎ 059・224・9110
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃9110
　松阪警察署　　　　    　☎ 0598・53・0110
　多気度会福祉事務所　　　　  　☎ 27・5304

【障害者虐待相談窓口】
　明和町福祉保健課　　　　　  　☎ 52・7115
　明和町障がい者生活支援センター　☎ 52・7127

【高齢者虐待相談窓口】
　明和町長寿健康課　　　　　  　☎ 52・7116
　明和町地域包括支援センター  　☎ 52・7127

採水日（平成 28年 3月 3日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.1 0.6 1.0 9.7
笹笛川（八木戸橋） 7.8 1.0 3.8 9.1
大堀川（大堀川橋） 6.7 0.6 1.6 10.0
参考：Ｂ類型

（笹笛川）の環境基準値
6.5 以上
8.5 以下 3.0 以下 25.0 以下 5.0 以上

■ 最大震度別地震回数 （平成28年3月1日〜31日）
震　度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計
全　国 74 29 10 2 0 0 0 0 0 115
明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の治安情勢 （平成 28 年２月１日〜 28 日、概数）
手　口 件数（前月比） 手　口 件数（前月比）

空き巣ねらい １（　１） オートバイ盗 　０（　０）
忍び込み ０（－１） 自転車盗 　１（－１）
部品ねらい ３（　０） その他 　７（　１）
車上ねらい ０（　０） 合　計 １２（　０）

※PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示
し、7前後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝
水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消
費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、SS（浮
遊物質量＝水中に浮遊している微細な固型物の量）、DO（溶
存酸素量＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が著しい河
川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※BOD・SS・DOの単位＝ mg/ℓ

三河川の水質

■ 町内の交通事故発生状況 （平成 28 年３月 25 日現在）
平成28年
2月（概数）

平成28年1月
からの累計

前年比
（累計）

交通事故総件数 53件 133 件 19 件
人身事故件数 7件 20件 -3 件

負傷者数 8人 34人 -2 人
死者数 0人 2人 1人

物損事故件数 46件 113 件 22 件

（旧ヘルパー 2 級）
介護職員初任者研修の受講生募集

趣旨…福祉、介護職場の人材不足を改善するため、
離職者、中高齢者、若者等を対象に初任者
研修を実施し、資格取得後、就労すること
を目的とする

研修期間…①6月20日～9月7日《第１回》
　　　　　②7月21日～8月31日《夏季集中講座》
募集期間…①5月2日～6月9日（必着）
　　　　　②6月10日～7月11日（必着）
受講場所…三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）
　　　　　ほか
応募要件…三重県に住民登録している満75歳未
　　　　　満の方
募集定員…39人（応募者多数の場合は抽選）
受講料…無料（教材費は実費負担）
問合せ先…三重県社会福祉協議会
　　　　　三重県福祉人材センター
　　　　　☎059・227・5160
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【日　程】
　6月 13日（月）～平成 29年 1月
　（全 23回・全て月曜日）
　午後 7時 30分～午後 9時
　（6月 27日と 7月 25日は午後 7時～午後 9時）
＊詳しい日程についてはお問い合わせください。

【会　場】　明和の里
【受講料】　無料
【受講対象者】
・明和町在住または在勤・在学の中学生以上の方
・手話の学習経験がない方
・全日程の 80％以上出席可能な方
・手話を通じた地域の活動に関われる熱意のある方

【定　員】　15名
【申し込み期間】
　5月 9日（月）～ 20日（金）

緑
の
カ
ー
テ
ン
苗
の
無
料
配
布

　

松
阪
市
、
多
気
町
、
明
和
町
、

大
台
町
、
玉
城
町
、
大
紀
町
の
１

市
５
町
で
構
成
す
る｢

も
っ
て
こ

に
！
マ
イ
バ
ッ
グ
（
レ
ジ
袋
有
料

化
）
検
討
会｣

で
は
、
平
成
20
年

11
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
実

施
し
、
そ
の
収
益
金
を
地
域
社
会

に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、

町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
苗
の
無
料
配
布
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
も
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

５
月
21
日
（
土
）　

午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
（
無
く
な
り
次
第

終
了
）

■
配
布
場
所

　

明
和
町
役
場　

庁
舎
裏
駐
車
場

■
配
布
内
容

　

朝
顔
・
ゴ
ー
ヤ
の
苗
（
１
世
帯

手話奉仕員養成講座受講者募集
　聴覚障がい者等への理解を深め、併せて聴覚障が
い者等の社会参加促進を図るため、手話奉仕員養成
講座（入門課程）を開きます。受講を希望される方
は社会福祉協議会までお申し込みください。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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①
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②
６
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付
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【
２
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ょ
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■
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①
５
月
27
日

（
金
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＝
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成
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②
６
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平
成
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月
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■
受
付
時
間　

午
前
９
時
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分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
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】

■
日
・
対
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児　

①
５
月
24
日

（
火
）
＝
平
成
24
年
10
月
生
ま
れ　

②
６
月
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日
（
火
）
＝
平
成
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年

11
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
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】

■
日
・
対
象
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５
月
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水
）・

６
月
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日
（
木
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
00
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

６
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
人

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

６
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ　

※
先
着
15
人

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
・
対
象
者　

５
月
21
日
（
土
）

＝
妊
娠
中
の
方
、
配
偶
者

■
内
容　

助
産
師
に
よ
る
妊
娠
中

の
暮
ら
し
方
と
子
育
て
に
つ
い

て
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
50
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

１
週
間
前
ま

で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

あ
た
り
合
わ
せ
て
４
株
ま
で
）

■
備
考

　

朝
顔
・
ゴ
ー
ヤ
の
苗
は
合
わ
せ

て
６
４
９
株
を
配
布
予
定
で
す
。

苗
の
配
布
は
先
着
順
と
な
り
ま

す
。資
材
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

苗
を
入
れ
る
箱
な
ど
は
、
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課　

環
境
・
住
民
協
働
係
（ 

☎
52
・

７
１
１
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

明和町社会福祉協議会（明和の里内）　　三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057　　http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

社協だより
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆平安装束試着体験　体験料変更
　いつきのみや歴史体験館では十二単などの平安
装束を本格的に試着体験できます。大人気の体験
に新しく小物がプラスされました。
　6月 1日からの夏装束より体験料を変更するこ
とが決定いたしました。

■十二単・直衣
　各5,500円（税込み）
■水干・汗衫・細長
　各2,200円（税込み）

※６月１日（水）から体験料を変更

☆古代米づくり ～田植え体験～
　いつきのみや歴史体験館の北側で毎年古代米の
黒米と赤米を植える体験を行っています。ぜひお
子様と田植え体験に参加しませんか。
　参加者には、田植えの後は炊き立ての古代米ご
はんの試食もご用意しております。また９月に収
穫されたお米は 11月中旬ごろにはおすそ分けい
たします。

■体験日時　５月 14日（土）
午前 10時～ 11時 30分ごろ（少雨決行）
■参加費　500 円（保険料込み）
■定　員　40人（先着順）
■持ち物　田植え用長靴・タオル・着替え・水分・
雨天時カッパなど
＊小学3年生以下は保護者同伴でご参加ください。
＊また9月11日（日）には稲刈り体験を予定してお
ります。
　稲刈り体験へは別途 8月 2 日（火）より参加
受付を行いますのでご了承ください。
　申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ

ふるさと会館からお知らせ
○今月のおはなし会
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞
かせを次のとおり行います。たのしいおはなしが
いっぱいあるよ。

「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■内容　絵　本「るすばん」「みずたまのたび」
　　　　紙芝居「はなくん」
■日時　５月 22日（日）午後 2時～
■場所　ふるさと会館１階児童室

「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時　５月 26日（木）午前１１時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室

「てんとうむし」による読み聞かせ
※お休みです
○ワークショップ「似顔絵プレゼント」好評につきもう一度!
■プレゼンター　似顔絵画家：内田ケロ（弘子）さん
■日時　５月 14日（土）午前 10時～正午
■場所　図書館児童室
■募集人数　10人
■申し込み　５月５日（木）正午～
■費用　無料
■対象　どなたでも応募できます。
○4月特別展「伊勢型紙作品展」開催中です
　明和町伊勢型紙同好会のみなさん制作の作品展示会です。
■期間　５月 22日（日）まで
■場所　ふるさと会館２階特別展示場
○図書館からのお願い
　借りていただいた本を破損してしまったとき、
セローテープで補修して返却していただく場合が
あります。お気持ちは大変うれしいのですが、セ
ロテープは劣化しやすいので、破損してしまった
場合はそのままお持ちいただきその旨職員にお知
らせください。補修は図書館で行います。
　なお、修繕が不可能な場合については、誠に心
苦しいのですが、弁償していただくことになりま
すのでご承知おきください。
○ 5 月の休館日
2 日（月）、9日（月）、16日（月）、23日（月）、
30日（月）、31日（火／月末整理日）
※5月のＧＷ期間中（3日～5日）は祝日開館します
○特別蔵書点検による休館について
　下記の期間、特別蔵書点検を行いますので、そ
の間休館とさせていただきます。ご不自由、ご迷
惑をおかけしますが、ご理解、ご協力いただきま
すようお願いいたします。
・期間６月１日（水）～９日（木）
・期間中貸し出し利用はできません。
・返却は期間中ブックポストへ戻してください。
・期間中インターネットによる貸し出し延長、お
よび予約はできますが、予約受付処理は期間が過
ぎてからになります。
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へ
　お問い合わせ下さい。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　5月号平成28年

（2016年）
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明和町
マスコットキャラクター

©MEIWA town office.
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今月号の主な内容

「何がいるのかな？」 双葉幼稚園入園式（４月８日）後の新入園児の様子
【関連記事は本紙９頁をご覧ください。】

●特集：平成２８年度の主要施策と予算の概要……………… P2～

●まちの話題：各学校などで入学式ほか……………………… P9

●くらし：明和町人事異動……………………………………… P11～

●特集：防災まちづくり………………………………………… P14～

●ひと・まち・ふれあい企画：楽しい手作り教室ほか……… P18

●明和町行政チャンネル番組表………………………………… P28
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浄
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期 間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

4月２８日（木）～
5月5日（木）

5月5日（木）～
5月１2日（木）

5月１2日（木）～
5月１9日（木）

5月１9日（木）～
5月２6日（木）

5月２6日（木）～
6月2日（木）

●ニュース：総集編
●トピックス：総集編

●ニュース：①ジュニアサミットin三重 明和町来町
　　　　　 ②おかあさんありがとう！～なりひら保育所～ ほか
●トピックス：松阪地域定住自立圏番組～歴史編～

●ニュース：①大淀海岸クリーンアップ大作戦
　　　　　 ②みどり保育所たけのこ堀り　ほか
●トピックス：ようこそ！めいわツーリスト

●ニュース：①斎王まつり 三重県知事表敬訪問
　　　　　 ②明和町老人クラブ連合会カローリング大会 ほか
●トピックス：まちかど博物館～轉輪寺～

●ニュース：①小学校運動会
　　　　　 ②明和町消防団夏季集中訓練　ほか
●トピックス：めい姫と学ぼう！明和町議会のしくみ

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
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9：00

10：00
11：00

0：00

ニュース・コラム・天気
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特集
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ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈4月28日（木）～6月2日（木）〉
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